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    1) Mice weighing between 100 and 200 grams were employed for this study. Histopa-
pathological study on spermatopoietic function of seminiferous tubule of the testicle re-
moved surgically from I-Group receiving internal irradiation of  32P in a dosis of 250 pc, 
 II-Group with 300  pc,  III-Group with 350 pc, IV-Group with 400 pc, and V-Group with 450  pc, 
    2) Various repairing drugs were administered subcutaneously tarting from 24 hour after 
the irradiation to each group every other day for 3-4 weeks and then recovery of sper-
matopoietic function was classified histopathologically. 
   3) A week after internal irradiation of  32P in a dosis of 250 pc to I-Group, disarrange-
ment, diminution and disappearance of seminiferous tubular epithelium, apperance of giant 
cells, and slight disturbance of spermatopoietic function were observed. Gonagen forte, 
Havita, and ATP appeared to improve spermatopoietic function. Synahorin and Mercazole 
seemed to be less effective than the above substances. 
   4) Three weeks after internal irradiation of  32P in a dosis of 300 pc to  II-Group, slight 
changes in seminiferous tubule were spermatozoon disappeared was observed. Marked 
improvement of spermatopoietic function was observed by administration of Anteron, 
Luteogen, and Chondron every other day and the less marked improvement was obtained 
by Royal Jelly. 
   5) Three weeks after internal irradiation of  82P in a dosis of 350  pc to  III-Group, the 
changes were rather slight but affected site was wider than that in  II-Group. The method 
of administration of was the same as  II-Group. The most remarkable improvement of 
spermatopoietic function was obtained by Parotin, Atropin, yolk, and Nicodermin and 
Syncorta, Tioctan, Fatogen, and Zyscal produced less marked improvement. 
   6) Three weekes after internal irradiation of  82P in a dosis of 400  pc to IV-Group, the 
changes were slight and regeneration of seminiferous tubule was observed. The marked
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improvement was obtained by Synahorin, Enarmon, and Orotonsan. PVL and Gonagen 
forte less markedly improved the function. 
   7) Two weeks after internal irradiation of  82P in a dosis of 450 pc to V-Group, duct 
lumen was filled with spermatozoid and there were only few spermatozoon. Spermiocyte 
was in karyokinesis and giant cells appeared in few duct lumen. Moriamin-S resulted in 
remarkable improvement of spermatopoietic function. 
   8) Three weeks after internal irradiation of  32P in a dosis of 600  tic, all phases from 
disturbance to regeneration were found in seminiferous tubule. 
   9) In conclusion Parotin, yolk, Atropin, Moriamin-S, Anteron, Luteogen, Orotonsan, 
and Chondron improved of  spermatopoietic function markedly.
1緒 言
著 者 は 第1編 に お い て 諸 種 ホ ル モ ン,薬 品,
無 機 塩 類,放 射 能 を 全 身 特 に 局 所 性 に 投 与 した
際 の 畢 丸 の 変 化 を 組 織 学 的 に 比 較 対 照 し た が,
本 編 に お い て は 予 め ラ ノ テ にRadioactive
Phosphorus(22P)を注 射 し て 内 部 照 射 実 験 を
行 い,同 時 に 各 種 薬 品 を 投 与 し て 造 精 障 碍 の 修
復 状 態 を 病 理 組 織 学 的 に 検 索 し た.
皿 研 究 材 料 並 び に 研 究 方 法
1)実験 動 物:雄 性 ウィス ター系 ラ ッテ(体 重100～
200gr)を使 用 した.飼 料 は 乾燥 固 形 餌料 及 び水 を 与
へ た.
2)使 用 薬 剤:32P(科学 研究 所 よ り提 供 され た もの)
ホル モ ン剤:①Gonagen-forte(山之 内一強 力 性 腺
刺戟 ホル モ ン混 合 製 剤(1cc中白鼠1000単位)②Syn-
ahorin(帝臓)一 脳 下垂 体 前 葉 及 胎盤 性 腺 戟 刺 ホ ル
モ ン混 合製 剤(2cc中50家 兎 単位)③Antero11
(Schering)一血 清性 腺 刺戟 ホル モ ン(2cc中10001.E)
④Plimogony1(Schering)一絨 毛性 々腺 刺 戟 ホ ル
モ ソ(10001.U)⑤Enarmon(帝臓)一 合 成 男 性 ホ
ル モ ン(1mg)⑥Luteogen(友田)一 黄 体 ホル モ ン
(1cc10mg)⑦Bisteron(山之 内)一 男 女 性 混 合 ホ
ル モ ン(1cc5.166mg)③Mercazole(中外)一 抗
甲 状腺 剤(icc10mg)⑨Thyradin(帝臓)一 甲状
腺 剤(2cc2g)⑩Parotin(帝臓)一 唾 液 腺 ホ ル モ ソ
(5mg)⑪Syncorta(武田)一 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン
(1cc中5mg)⑫Decadron(万有)一 副 腎 皮質 ホル





100mg,蛋白同 化作 用 ホル モ ン:①Durabolin(三
共),脂 肪 同 化作 用 ホル モ ン=①Fatogen(大日本),
ア ミノ酸 剤:MoriaminS(森下),ATP製剤:ア デ ボ
ス(興 和),強力 ロ イ ヤ ール ゼ リー=Apifcrtyl(日新)
(1球0.269)
細 網 内 皮 系刺 戟 剤=①Paniltin(千寿)一(10mg
2cc)②ZyscalG(千寿)③Glyciron(ミノフt一
ゲ ン)2%2cc④MinophagenC(ミ ノフ ァゲ ン)
⑤Asthremedin(塩野 義)1号0.5cc⑥PVL(鳥
居)矢 追抗 原
自律 神 経 系 剤.Atropinその 他卵 黄,以 上31種類
を使 用 した.
3)実 験方 法;供 試 ラ ツテ50匹を5群 に 分け た.第
1群 に 対 しては32P生 塩 水 稀 釈 液250μcを ラ ツテ背
面 皮下 に注 射,24時間 後 にGonagenforte,Synahorin
Enarmon,Mercazole,Havita,Chondron,Mino二
phagenC,PVL,ATP,を注 射 し32P注射 は1回 の
み と し上 記 薬 剤 は 以後 隔 日に4週 間 ま で投 与,4週 目




口投与)し た.第 皿群32P350μc,注射 を 行 い.24時
間 後にParotin,Bisteron,Plimogonyl,Syncorta,
Durabolin,Atropin,Tioctan,Fatogen,卵黄,
Zysca1,Nicoderminを3週間 投 与 した .第1V群はs2P
400μc注射 ・24時間 後 にGonagenforte,Synahorin,
Enarmon,Orotonsan,PVL,を3週間 まで投 与,第
V群 は32P450μc投与 後24時間 よ りGlyciron,Mo・
riaminSを3週 間 まで 投 与 した .
以上 睾 丸 別 出後10%フ ォ ル マ リン 固定 後 包埋,へv
トキ シ リン.エ オジ ン重 染 色 を 行っ た .
皿 実 験 成 績
第1群;対 象32P250μc注 射 後7日 目にお け る睾
丸 組織 所 見 で は 精 細胞 の剥 離,配 列 の 乱 れ が多 く,時
山本一実験的睾丸障碍の研究(第2篇)
に剥離された精娘細胞が癒合したと考えられる巨細胞











































を与えた症例に造精 能の修復が著 明であつた.即 ち
Parotin投与群では造精能は却って充進せる状態を呈
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し精 娘細 胞 増 加 がみ られ た,Atropin,卵黄を 投与 し
た もの で も造 精能 充 進 が あ り,Nicoderminは正 常
に 恢 復 してい るの を認 め た.尚 この 修復 能 著 明 であ つ
た 殆 ん どの 例 にお い て精 細胞 並 び にLeydig細胞 の 増
加 を 認め た.Syncorta,Tioctan,Fatogen,Zyscal
を 与 えた 症 例 では 造精 能 が 正 常 よ りや や 低下 して い る
状態 を保 つ て も修 復能 の 面 か らみ て幾 分 効果 が み られ
た.之 等 に対 しBisteron,Plimogonyl,Durabolin
の例 で は障 碍 が 軽度 な が ら残 存 し,Bisteronでは精 細
胞 に 乏 しい精 細管 が 中 等度 に 認め られ,癒 合性 巨 細 胞
が 散 見 され た.Plimogony1では周 辺 部に は造 精 能 の
低 下 が 軽度 なが らも残 つ てい た.第4群:32P400μc
注 射 した3週 間対 照 睾 丸組織 所見 で は精 細管 の再生 現
象 が 認 め られ,又 数 ケの精 細管 はSertolionlyの網
状構 造 を 呈 し間 質 に は漿 液性 浸 潤 を認 め た.之 に対 し
造精 修 復が 認 め られ た ものはSynahorin,Enarmon,
Orotonsan投与 群 で あつ た.即 ち精 娘,精 母 細胞 が
増 し細 胞 脱落,管 腔 が空 虚 で あ る等 の所 見 は消 失 し造
精 能 が正 常 に 保 たれ て い るの を認 め た.一 方Gonagen
F,PVLを 投 与 した もの では 一 部に 線 維性 壊 死 物 のあ
る細精 管 を 少 数 認 めた.
第5群:32P450μc投与 した 対照 畢 丸組 織2週 後 で
は精 細 管 が 軽度 の障碍 を示 し,一 般 に精 祖,精 母,精
娘細 胞 に て管 腔 が つ まつた 状態 を呈 してい るが 精 子 は
少 い.又 精 母 細 胞 中 では 核分 裂を 示す もの が 認 め ら
れ,二,三 の管腔 には 精 母,精 娘細 胞 よ り形 成 され た
巨細 胞 を認 め た(Langhans型)間 質 に は塩 基性 無
晶 物 質 の ア ミロイ ド小体 が 散 見 され た.之 に 対 して
MoriaminSを与 え た 例 では2週 後 に於 て造精 能 の
充 進 が 明 らか に 認 め られ たが,Glycironを与 えた 症
例 で は精 子,精 娘 細胞 が 非 常 に少 く,巨 細 胞 が散 在 し
そ の核 は 主 と して精 娘 細 胞 の核 と等 しい大 き さを と
り,中 に は精 母 細胞 の核 の大 き さを と る ものが2,3














ッ トにX線 照射 を行 い男性不妊を来 す事実 を証
明,Bergonie-Tribondeau(1904)はX線で
幼若未分化細 胞に最 も感受性 が高 いと記載,又
Wigoder(1929),Metz(1930)は精祖細胞が
最 も抵 抗 性が強 い と述べた.一 ・方Schinz&
Slotopolsky(1925)は精祖細胞が最 もX線 照
射で影響 をうけ易い とし,放 射線 に よる障碍 を
うけた睾丸の修復は精祖細胞或 はSertoli細胞
にな る能 力をもつた未分化の細胞,Sertoli細
胞又Sertoli合胞体 に含 まれ る精祖細胞に よつ
て行われ ると報 した.Bloom(1944)によると
32Pの内部照射 では8～11日 で幼若細胞減少,
20日で精子,精 娘細胞多 くは死滅 し,精 祖 のみ




19日に至 ると精子形成過程の全系列 におい て破
壊が増強 し再生恢復像は認め られ ない と同時に
Sertoli細胞,Leydig細胞及 び精細管基底膜
にも可成 り強 い変化 を認め,ラ ッ トで全例19日
目に死亡す る事 を報告 した.
著 者の実験 では 既に 第1編 で述べた如 く,
32Pを用いての睾 丸 実質内投与或は照射 では照
射 後3週 間でも強度の造精能障碍を認め,再 生
機転が見 られなかつた.第2編 の全身照射群 で
は1週 間 目に於け る精細管 で成熟過 程にある精
母,精 娘細胞が不規則に乱れ て精娘癒合 性 の
巨 細 胞 を形成してお り,再 生現象 というより
も障碍の 進行過程 にあつた.2週 間 では精細
管が精祖,精 母,精 娘細胞に よつて充満 した状
態で全般的に精子が少 く精母細胞 には核分裂像
を示し部分的に精娘,精 母 細胞 よ り形成 された
と思われ る巨細胞 を認めた(核 が周辺部 に輪状
に配列す るLanghans型)要 之著明 な障碍
像 を呈 していると同時に再生過 程の初期 と考え
られ る所見 を得た.更 に3週 間では既に再生過
程にあ る造精能を認め,精 子の減少消失はある
が全般的 に精細胞 の増殖がみられた.他 方32P
600μcの如 き大量 を投与後 の3週 間での睾丸所
見は障碍度がかな り強 く・Sertolionlyの状態
で管腔 内部 の空虚 な部分,精 母細胞 よ り形成 さ
れ た巨細胞 を有 するもの,成 熟過程 にある細胞
系列 の精細管,更 に又精細胞 の増殖 をみ る再生
過程 にある精細管等変化 に富 んだ過程がみ られ
たが,投 与線量が強 くかな りの障碍が あつても
3週間で既に再 生過 程がみ られた ことは興味が
あ る。
之等 の再 生機転が残存 している精細胞か ら行
われ るのか 或 は 基 底 膜 細 胞 のRegressive
metamorphosisであるのか判然 としないが,
Schinz&Slotopolsky,Heller(1949)等は
精細胞 の再 生に先立ち変性 細胞 が極度に減 じ次
で基底膜 よ り或種 の未分化 細胞 が発 生し各種 の
精 細 胞 を形成す る と 述 べ,Moligriansa
Essenberg(1944)はSertoli細胞又はSer-
toliSyncytiumが主 体 とな り精細胞が再生す
るが,之 の証 明は不能であ ると述 べている.
以上に よる実験 的睾丸障 碍及 びその再生機転
について述 べたが,再 生発現時期 はその実験条
件に より左右 され る事が大 であ り,照 射 物質の
種類並 びに投与線量,照 射方法,時 間,実 験動
物 の選沢等 によ り差異の ある点は考慮すべきで
あ る.
2)使 用製剤に就 いて
修 復 剤 として用 いたものは別 表 の如 きもの
で,小 野(1959)はs2P放 射 線障碍 に対 して
特に睾丸,骨 髄 の組織障碍がPVL処 置 によ り
軽減修復 され る事実 を述べ てい るが他に今迄か
か る実験 をした文献は これ をみ ない.そ れで著
者は放射線障碍 と修復過程 を小野 の如 く畢丸を
その部分現象 とみな して実験 した.即 ちs2Pを
内部照射 し,各 々異 つた線量即 ち250μc,300
μc,350μc,400μc,450μcにつ いて見た処 によ
れば前述の如 くであ る.そ れ 以上 の線量 では死
亡 し易 く,又 組織 的に も基底膜或 はSertoli細
胞の障碍 を来 たしそれ で再生機転 の現れないの
を恐 れて上記線量 を用 いた,同 時 に修復実験剤
としてホル モン製剤,肝 臓 製 剤,ビ ク ミソ製
剤 ・ア ミノ酸,細 網内皮系刺戟剤,蛋 白脂肪同
化作用剤・其 の他 を 使 用 した.そ れに依 ると





実 験 方 法
1
精 細 管 の.
単 位 使 用濃 度 量 回 数期 間
投与部位敬 畢丸の重さ セリ 精 精 精剰 祖 母 娘






















12×4週 皮 注140-300.7十 ± 十 十(昔)1白鼠lOOO単位,10RUO.1cc
2CC中}1








2%2cC入0.2%0.2cc12×4〃 〃 〃180-300.81十 ± ±+
Il
2cc1。mg2.5mgα5cc12。4"〃 〃14。-3。 。.8F士 ±++(什)











300μc 1。,"皮 注12。+、 。 。.,1・ ±++
1001EO.2cc10×3〃 皮 注140十100.9十 十 十 十(昔)
lmgO.lcC10×3〃 〃 〃140十200,4十 十 十 十ト
0.4mgO.lcc10×3〃 〃 〃160-201.0十 ±(十)十 十
〇.1cC10×3〃 〃 〃130十401.O十 ± ±(十)±(十)
0.2cc1.O×3〃 〃 〃120+300.7+± ±(+)±(+)
0.2cc10×3〃 〃 〃140+200・9+++軒
。.2CC10×3〃 〃 〃130+400・7士 ±++
全 部5錠3〃 内 服130+200.8+±++(昔)
0,5cc1。×3〃 皮 注140+100・7+±++(什)
0.110×3〃 〃 〃140+200・4+(升)一 ± 一(士)
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組 織 学 的 所 見
巨 精






































十 精細胞の剥離多 く,剥離された精娘細胞が癒合 した巨細胞の種 々がみられた.
十 十 一 ◎造精能修復著明
































十 ± 十 一 ◎造精能修復著明
± 十 十 十 ◎造精能修復著明
十 ± 一+(升)± ± 一(+)+


















































































































































































































































































































































































作動性節後神経を抑制 し内分泌系 に影響を及 ぼ
しこれが造精能を充進せ しめたと思われ る.
ATPも 亦高エネルギー燐酸総合体で飯塚 に
ょれば人の精子の運動性及 び代謝力(呼 吸及 び
解糖力)を 著 しく増進 したと述べてい る.
Parotinは当教室碓井に よる と造精を軽度に阻
害するというが,滝 沢によると正常 白鼠 に対 す
る副腎皮質 ホルモソ様作用(副 腎アス コル ビン
酸量の減少副腎皮質の肥大)高 温ス トレスに対
する人及び家兎の抵抗 力の著明な増強其 の他蛋
白代謝,血 液像 に及 ぼす影響等に より造精能 に
も影響を及ぼ し,臨 床的に流 行性耳下腺炎の際
に睾丸炎 を起 し易い ことに より発生学上何 らか
の関連性があるものと思われ る.ホ ルモ ン剤 と
して脳下垂体前葉 ホルモ ン,性 腺刺戟ホルモ ン
等は衆知の如 くLeydig細胞 の発育 を誘 発又精
細胞の刺戟発育によ り精子形成 を促す等に より
造精能が一般に著明であ る事は言 をまたない.
天然の卵黄が著 明な造精能 充進 をみたの も亦 内
分泌系に作用する上に興味が ある.細 網 内皮系
刺戟剤たるZystin,MinophagenC,Palliltln
等 は 効 果 がみ られなかつた.PVLがX線,
放射能障碍 などに対 して効果 的である(矢 追,
小野)と 云 うも,著 者の実験 に於 いては造精能
はやや良効 ではあるが尚少数 の細精管には線 維
性壊死物を有する部位 もあつた.Chondronが
s2P放射線障碍後造 精能に好影響 を及ぼ した こ
とはこれが体内に於いてグル クロン酸を遊離 し
32Pの解毒充進作用 と共に全身代謝 に影響 を及
ぼし二次的に造精能 に及ぼ した とも思われ る.
結 論
1)実 験 動 物 と し て は100～2009前 後 の 雄 ラ
ツ テ を用 い32P250μc,300μc,350μc,400μc,
450μc,600μcを内 部 照 射 を な し,1週 間(25
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0μc)2週間(450μc)2週間(300,350,400・
600μc)の各群の畢丸 を別出 し,精 細管の造精
障碍 を病理組織学的に観察 した.
2)前記B2P250μc,300μc,350μc,400μc,
450μc,の各群 で修復 剤(表 記)を24時 間後 よ
り隔 日に皮下注射をな し3～4週 間後に別 出し
その造精能 の修復状態 を病現組織学的に分類 し
た.
3)s2P250μc1週間後 の所 見は 精細管上皮
細胞 の配列が乱れ,精 娘細胞が癒合 した巨細胞
が多数見 られ,精 子,精 娘,精 母細胞が減少消
失 をなし,未 だ造精能充進の再生像は見 られな





微 の障碍 で障碍部では精子が消失 し,間 質 に漿
液浸出 あるも他 の部 ではやや再生過程 にあ る像
も見 られた.32P300μc内部照射の修復は3週




で前者32P300μcよりやや広 く障 碍 され,そ
の部では精細管が網状構造 をな し精細胞 に乏 し
いが,其 の他の部分 は再生過 程を呈 していた.




胞 の増加 を呈 した.猶 ほ,Leydig細胞 が 卵
黄,Atropillに於 いて増加 した.
6)32P400μc3週間 では 精細管 の再生現 象
を呈す る他,数 個 の精細管がSertolionlyの





祖,精 母,精 娘細胞が管腔に充満 し精子が少
く,精 母細胞 では核 の分裂 を示 してお り,1～
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2個 の管腔 では精娘細胞 よ りな る巨細胞(Lan-
ghans型)がみ られ,間 質に均基性無晶物質の




onlyの空虚 な管腔所 見 と精母細胞性 巨細胞 よ
りなる精細管,又 成熟過程 の系列である精細胞







剤,ビ タ ミン剤,ア ミノ酸,ホ ルモ ン剤,等 は
一般 に造精能 が良好で あつたが,細 網 内皮系刺














6)広 瀬=原 著 広 島 医 学,7=1976,昭34.
7)平 光=医 中,22=748,大13.
8)伊 藤=日 本 不 妊 誌,4=183,1959,
9)池 崎=慶 応 医 誌,8二317,昭3,




13)森:内 分 泌 学 下 巻
14)中 村:外 科 の 領 域,2=272,昭29.
15)小 野:日 病 誌,48:598,1959.
16)田 原=福 岡 医 誌,48=1256・ 昭32・
17)Schinza.Slotopolsky=Erg.medStrah.
len,1=443,1933.
18)斉 藤:日 泌 誌,49=849,昭33.
19)鈴 木:医 中 誌,22=201,大13.
20)椎 名=医 中 誌,23=106,大14.
21)塩 沢.目 病 誌,14:265,大13.
22)塩 沢=日 微 誌,21;2413,昭2.
23)塩 沢:日 微 誌,22:23,昭3.
24)塩 沢:日 微 誌,22=2835,昭3.
25)塩 沢:日 微 誌,22:2853,昭3.
26)塩 沢=日 微 誌,23:35,昭4.
27)塩 沢:日 微 誌,23:639,昭4.
28)塩 沢:日 徴 誌,23:757,昭4.
29)高 木:医 中 誌,23:1156,大15.
30)滝 沢=内 分 泌 の つ ど い,第5集.
31)李;京 府 大 誌,30:466,大15.
32)山 代:北 越 医 誌,48=1287,昭8.
33)山 本:奈 良 医 誌,5=55,1954.
34)吉 村=大 阪 医 誌,n:2449,1959.
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欝灘職1
132P250μc7日 後別 出(第1群)2GonagenForte投 与(4週 後)
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